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東京女子医科大学学会 第43回総会演説抄録
 L足柄地区における地域保健活動
          （無医研学生代表）大野 伸子
             （第一衛生）石井 妙子
 東京女子医大学友会・無医地区研究会では，学生が主
体となって教職員の指導・応援を得，地域保健活動班を
組織して，1973年以来静岡県駿東郡小山町足柄地区にお
いて，地域保健活動を展開している．
 目標は，足柄地区住民の自分たちの健康への意識を向
上させ，住民自らの手で「健康地区」づくりを推進させ
るにある．
 最：初の1973年は地区の保健・医療需要に関する状況把
握と問題発見にあてた．アンケート調査，戸別訪問，数
回の座談会等を通じて住民と交流・対話の結果，「母子
保健管理」と「高血圧（成人病）管理」を2本の大きな
柱として，地域保健をすすめることに決定した．
 1974年目ら5力年計画で目標に向って活動をすすめ，
第5年の1978年を目標達成度の評価にあてることにし
た．
 5力年計画第1年目は，専門家による知識の普及，ス
ライド，パンフレットの活用によって問題点を住民に広
く知らせ，夏期検診・健康相談，戸別訪問，講演会を実
施し，座談会で活動の評価・反省に及んだ．
 第2年目には地もとの住民組織による足柄地区地域保
健活動委員会が結成され，以後公報新聞「あしがら」発
行，年数回の健康教室，広報会，映画会を催し，例年の
夏期検診・健康相談では母子健診，高血圧スクリー昌ン
グ，心電図，歯科検診，貧血検査などに力を注ぎ，冬
期，春期の戸別訪問もつづけている．
 検診で発見された要治療・要注意者は当町の開業医師
に送り治療と管理を依頼する．貧血検査や，これにつづ
く栄養調査には地もとの保健所から応援を得ている。町
役場の保健衛生課，足柄出張所，区長会，婦人会の筋力
も大きい，問題点を深くほり下げ，住民自ら問題解決の
要因を追求し，行政側，医療機関側との緊密な連絡のも
とに，効率的な地域保健活動によって，健康管理の定着
化を目指し，評価年度の1978年まで頑張りたい．
 2．ニトロベンゼンおよび炉クロルニトロベンゼン
中毒に関する案験的研究
   （第ご衛生）
      ○佐藤  稔・百渓  浩・石津 澄子
 ニトロベンゼン（NB）， p一クμルニトロベンゼン（p－
CNB）を繰り返し経皮投与したウサギの血液生化学的変
化を検索する．
 〔実験方法〕
 被験動物は白色雄性ウサギを使用し，NBあるいは
p・CNBを週2回，2ヵ月間塗布し，下記検査を実施し
た。
 検査項目：Met Hb， Sul Hb，・・インッ小体， Hb， Ht，
NADH性Met Hb還元酵素（D三aphorase），グルコース
6リン酸脱水酵素（G6PD），赤血球GhostのANS結合
性．
 〔結果および考察〕
 1）NBやP－CNB塗布によるMet Hbと Sul Hb
形成量の経日的変化は，塗布開始後5週目までは塗布を
繰り返す毎に増加するが，6週目からは同じように塗布
しても，これらは初期のような上昇を示さなくなった．
 2）NADH性DiaphoraseはMet Hb形成量の変動
とは逆に，塗布6週目から有意に上昇し，Met Hb形成
量とNADH性Diaphoraseとの間には有意の負の相関
を示した．
 3）G6PD活性はNB塗布群では大きな変動を示さ
なかったが，P－CNB塗布群では塗布4週賃頃から上昇
現象を示した．
 4）Ht値は，塗布開始直後低下し始め，やがて徐々
に回復する．
 5）赤血球GhostのANS結合率は塗布開始5週目
頃から上昇した．
 以上，N8やp－CNBを2ヵ月聞ウサギに塗布する
と，6週目頃からMet HbやSul Hb，ハインツ小体
は出現しなくなるが，これは生体の代償作用として，
Met Hb還元機構が誘導されたためと思われた．
 3．青酸中毒時のβ・グルクロニダーゼの変動と組織
所見について
   （法医）
       阿部 和枝・○中村茂基・猪熊 ティ・
       桜井 淑子・山下ケサ子・山館 伸子
 青酸中毒における血清生化学的成分の変動に関して，
急性中毒時についてはすでに報告した（東女医大誌47巻
3号351～359）．
 また，ウサギにKCNを注射し，急性中毒死させた
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